
機械
要素
機械部品と
メカニズムの
仕組み

各大項目 教育テーマ（出題ポイント） 問題設定に関する定義項目（キーワード）

固定締結要素
（各要素に関する
 用語などの
 知識を問う）

回転要素
（歯車や軸の
用語と使い分け）

伝達要素
（メカニズムの
基本知識）

定義② 溶接（溶接に関する基本用語）

定義③ リベット（熱間と冷間）

定義④ 組み付け（組み立てと調整に関する用語と作業）

問題-2 スラグとは何か。

問題-3 冷間リベットの温度はどれか。

問題-4 ダブルナットとは何か。

定義① ねじ（ねじに関する基本用語）

溶接棒の一種
溶接後の酸化物
溶接部の一部分
溶接位置のマーク
常温
０～－１０℃
０～－２０℃
０～－４０℃
ゆるみ止めである
分解しやすくする
２箇所に固定する
２倍のサイズのナットである
ピッチ円直径×歯数
ピッチ円直径÷歯数
歯数÷ピッチ円直径
歯数÷ピッチ円半径
バネ
キー
ピン
ワッシャ
重荷重に強い
安価である
点接触である
簡便である
断面がＶ型形状のベルト
布製のベルト
回転方向が同じベルトのかけ方
回転方向が逆のベルトのかけ方
板カム
正面カム
直動カム
円筒カム
クランク
てこ
連接棒
ピストン
予圧
外圧
内圧
差圧
オープンループ制御
セミクローズド制御
クローズド制御
オンオフ制御

選択肢-1
選択肢-2
選択肢-3
選択肢-4
選択肢-1
選択肢-2
選択肢-3
選択肢-4
選択肢-1
選択肢-2
選択肢-3
選択肢-4
選択肢-1
選択肢-2
選択肢-3
選択肢-4
選択肢-1
選択肢-2
選択肢-3
選択肢-4
選択肢-1
選択肢-2
選択肢-3
選択肢-4
選択肢-1
選択肢-2
選択肢-3
選択肢-4
選択肢-1
選択肢-2
選択肢-3
選択肢-4
選択肢-1
選択肢-2
選択肢-3
選択肢-4
選択肢-1
選択肢-2
選択肢-3
選択肢-4
選択肢-1
選択肢-2
選択肢-3
選択肢-4

選択肢-1
選択肢-2
選択肢-3
選択肢-4

ねじ山の角度
ねじ軸の外径
ねじ軸の谷径
1回転で進む距離

定義① 歯車（歯車に関する基本用語）

定義② 軸（軸とその固定）

定義③ 軸受（すべり軸受と転がり軸受の比較）

定義④ ベルト（ベルトの役割と用語）

定義① カム（代表的なカムの種類）

定義② リンク（リンクの基本用語と役割）

定義③ ボールねじ（用語と使い方）

定義④ 位置決め（制御ループの基本方式）

問題-2 軸に歯車を固定する要素はどれか。

問題-3 すべり軸受の特徴はどれか。

問題-4 クロスベルトとは何か。

問題-1 立体カムはどれか。

問題-2 四節リンクの主として回転するリンクの名称は何か。

問題-3 ボールねじのガタをなくすための圧力を何というか。

問題-4 モータ軸のエンコーダ信号を制御に使うのはどれか。

問題

問題-1 リードとは何か。

問題-1 モジュールとは何か。

①機械系分野

機械工学基礎
（4力）

材料

設計・製図

加工

機械要素

計測制御

情報の基礎

③情報系分野

プロセッサ

プログラミング

システム構成

システム開発

ネットワークと
マルチメディア

工業英語（その1）

⑤共通分野

工業英語（その2）

品質とは（その1）

品質とは（その2）

新技術と技術者の
常識（その1）

新技術と技術者の
常識（その2）

化学の基礎

④化学系分野

無機化学

有機化学・生物化学
高分子化学

工業化学

分析化学

化学工学・物理化学

②電気電子系分野

電子回路の基礎

半導体デバイス

インターフェース

モータと電力

センサ技術

電気回路の基礎大項目1

大項目2

大項目3

大項目4

大項目5

大項目6

入社試験、入社後の職能教育、配属・転属など、入社１年未満の新人技術者としてのさまざまなシーンで、理系人材の知識能力を分野ごとに数
値的に明らかにすることができます。その見える化により、時に思いがけない能力や弱点を発見することもあります。試験結果を分析・活用す
ることでミスマッチや判断ミスによる人的損失や教育のムダを大幅に減少させます。貴重な理系人材を効果的に教育し戦略的に活かすことが
可能になります。また、日・中・英の三ヶ国語に対応していますので、グローバル人材能力を把握し教育を標準化したいとお考えの企業には最
適のツールです。

試験対象者 入社試験受験者、入社１年前後の新人技術者

※新人技術者編のみ中国語版・英語版を用意しています。（詳しくはお問合せください）

・国内外の理系の新人・中途の採用試験として活用できます。　・グローバルに新人技術者の標準能力診断ができます。
・新人技術者教育・研修の事前・事後の能力診断として活用できます。

○上記①～⑤の各分野を選択できます。　○各分野の設問数は全９６問です。（各大項目よりバランスよく出題されています）
○標準問題は、①機械系②電気・電子系③情報系④共通の４分野より各分野３０問計１２０問で構成されています。

特長

「新人技術者編」技術教育マップ

新人技術者編とは

「若手技術者編」技術教育マップ

専門技術系 【3分野】

共通技術系 【20テーマ】

品質 系 環境・コンプライアンス・
設備／安全 系 コストマネジメント 系社会人基礎力 系開発マネジメント 系

実験計画法

信頼性
（FMEA・FTA／DRBFM）

技術者倫理

設備管理・安全管理

コストの作り込み・ＶＥ

ＩＥ

生産管理全般

ロジカルシンキング

ロジカル
プレゼンテーション

リーダシップ技法

新商品開発技法

技術契約

○上記の各分野を選択できます。　○各分野の設問数は全128問です。（各大項目よりバランスよく出題されています）

○標準問題は、上記1～8までの8テーマ（全128問）で構成されています。　○標準問題に追加することで貴社独自の設定が可能です。
○上記各テーマの設問数は全16問です。

電気・電子系分野

電子回路設計

電子部品・半導体デバイス

インターフェース

センサ技術

実装技術

電気回路設計大項目1

大項目2

大項目3

大項目4

大項目5

大項目6

大項目7

大項目8

ディジタル技術

情報系分野

プロセッサ

プログラミング

システム構成

組込みシステム開発

通信・ネットワーク

電源・電池

制御プログラミング

アプリケーションソフト

マルチメディア

機械系分野

機械工学

材料

設計・製図

加工

機械要素

計測制御

モータと電力

制御技術

試験対象者 入社３年前後の若手技術者

特長

新人技術者から若手技術者へと脱皮する入社３年前後の時期は、企業の中核を担う一人前の技術者となるための幅広い基盤をつくるべき大変重
要な時期です。そのためには、次の3つのプロセスが必要です。①3年目までに身に付けるべき基礎知識・能力を明らかにすること　②若手技術者
自身の知識・能力の強み・弱みを明らかにすること　③企業戦略に基づいたあるべき技術者にむけて最も効果的・効率的な教育をすること。「若手技
術者編」は長期的かつ戦略的な技術人材育成に向けての第一歩として、①と②にあたる「知識能力の見える化」を実現します。

・企業の中核を担う人材となるべく基礎力を幅広く問う試験です。　・専門技術系と共通技術系の２種類の教育マップで構成されています。
・テクニカルスキルだけでなく、技術者として必要な共通知識や、社会人基礎力などの測定もできます。

若手技術者編とは

品質管理全般と
QC七つ道具

1
環境

3
原価管理

8
技術文書の書き方

7
マーケティング

5

知的財産
6

統計的手法
2

リスクマネジメント
4

結果分析シート＆個人成績表＆成績一覧表
結果分析シート 個人成績表 成績一覧表

自社以外の企業との比較ができます。
教育計画立案の基本資料として活用
できます。

偏差値で全体の出来具合を把握すること
ができます。分野別・大項目別の得意・
不得意が一目瞭然。

全受験者の成績が一目瞭然。エクセル
データで提供しますので目的に応じた加
工ができます。

結
自社以
1 個

偏差値
2 成

全受験
3

技術教育マップに準拠した
　　　　　スキルの見える化ができる！

見える化するから活用できる！

見える化するから教育できる！

To
-B

eエンジニア試
験
の

POINT.2

試験結果にマッチした通信講座や研修を提供します

To
-B

eエンジニア試
験
の

POINT.3

結果から導かれるおすすめの通信講
座や集合研修についてのプランを提
供します。

成績一覧表成績一覧表成成3To
-B

eエンジニア試
験
の

POINT.1

通信講座・集合研修・試験事業の３つを
総合的に運営している工学研究社なら
ではのトータルソリューションの提供
が可能です。

通信講座と集合研修のブレンド型 通信
講座

国内外の理系の採用試験として。

適正配属の資料として。

人事担当者や上長との
面談時の基礎資料として。

費用対効果の高い技術者教育
立案のために。

技術者研修の事前・事後の
教育支援として。

技術者のモチベーション向上の
ための支援ツールとして。

結果分析シート結1 個人成績表個人成績表個個2

全体・各分野別成績を分析したシー
トをご提供。
レーダーチャートによる細かな
分野ごとのバランスや達成状況を
確認できます。

各分野・項目での強み弱みが
はっきりします。

一覧表は加工ができるExcelデータでお渡しします。分野別・各項目別など、目的にあわせた並べ替えが可能です。

エンジニア
試験

To-Be

エンジニア
試験

To-Be

集合
研修




